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WAFSFとは

アライアンス・フォーラム財団は、先端技術の事業化と
産業化を目指し、「ワールド・アライアンス・フォーラム・
in・サンフランシスコ（WAFSF）」を日本国政府と共同
主催しています。

イノベーションのメッカ、サンフランシスコ・シリコンバ
レーで開催されるこの国際会議では、様々な業種の経
営者・事業開発責任者、ベンチャー起業家、投資家、
研究者、政府関係者、関係団体代表者らが、米国・日
本を中心に世界中から集い、先端技術の実用化に向
けて議論とネットワーキングが行われます。WAFSFの
特色としては、Cross-Border （国境をまたぎ）、
Cross-Industry（業種の枠を超え）、Cross-Sector

（産官学連携による）を活かした新事業と新産業の出
発点となることを目指している点、が挙げられます。

2013年以来、WAFSFは、再生医療、遺伝子治療、が
ん免疫療法、デジタルヘルスなど、ヘルスケアの新技
術に焦点を当て、年に一度の会議に各界のリーダーが
総計3,000名近くが参加しました。これまでに構築され
たネットワークを通して、事業提携、M&Aといった様々
なディールのいしずえとなり、実際に新規事業や新製
品開発の成功に繋がっています。

WAFSF開催の目的は、人生の途中で不慮の事故や、がんを始めとした難病疾患に罹っても健康を回復
し、元気で活き活きとして人生の最期を迎えることができる社会を作ること、にあります。この目的を実現す
るには、 (1) たとえ難病や大きなけがをした後でも、健康を回復できるような技術革新、(2) 先進的科学・技
術の開発促進、および治療への応用を早める制度革新、(3) 技術と制度の革新を持続的に発展させるイノ
ベーション・エコシステム、が必要になります。

当会議では、各界リーダーに、ビジネス・ネットワーキング機会を提供するのみでなく、「天寿を全うする直
前まで健康でいられる社会を実現する」ために必要不可欠な、技術革新、制度革新、イノベーション・エコ
システムに関する課題を中心に議論を展開いたします。

主催者が、CAR-Tや遺伝子治療といった最新
トレンドを考慮し、価値の高い議論を展開し
ているのは素晴らしいことです。「パックがあ
るところに行くのではなく、パックが動いてい
る先の方向に向かうのだ」と有名なホッケー
選手が言いましたが、この会議は、まさにそ
れを実行しているのです。

– Arlene Chiu, City of Hope 

この会議には、日米のベストマインドに加え
て各国のリーダー達が参加しています。アイ
デアを共有しながら発展を促進させ、治療効
果の改善を目指し、そして新たな治癒方法
につなげる。この会議は、このプロセスの協
力な推進者です。

– Robert Klein, CIRM   

私達にとってこの会議で一番重要なのは、
世界中から参加する多くのパートナー候補と
会えることです。特に日本の企業や団体と協
力関係を築く機会を得ることができたこと
は、私達のビジネス発展にとって非常に有
益でした。

– Robin Smith, ORIG3N

日時

日本時間2021年11月2日（火）、5日（金）午
前8時～10時30分
9日(火)、12日（金）、16日（火）、19日（金）*
午前9時～11時30分

米国太平洋時間2021年11月1日（月）、4日
（木） 、8日(月)、11日（木）、15日（月）、18日
（木）午後4時～6時30分

場所 Web会議

*アメリカでのサマータイムとウィンタータイムの変更により、日本時間
11月9日から会議時間は1時間後にシフトされることにご留意ください。
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WAFSFの特色
世界最高峰のスピーカー
WAFSFでは、毎年各分野のトッ

プリーダーをスピーカに迎えてい
ます。写真は、2013 WAFSFで

講演したノーベル医学・生理学賞
受賞者の山中伸弥博士（写真
左、京都大）、同じくノーベル化学
賞受賞者のPaul Berg博士（写
真右、スタンフォード大）。

ネットワーキング機会
WAFSFには、様々な業種や規模

の企業、研究機関、政府機関、産
業団体などの代表者が集結しま
す。このユニークな参加者構成が、
新しいアイデアや枠組みを生み出
し、共同事業やパートナーシップ組
成を促進します。

多様なビジネス機会

WAFSFのハイレベルな参加者

にリーチするべく、毎年多くの企
業が、スポンサーシップ、企業プ
レゼンテーション、ピッチコンテス
トといったマーケティング機会を
利用しています。

洗練されたプログラム

WAFSFでは、最新の研究結果や

ベンチャー企業の動向から、資金
調達、商品化などのビジョン・戦
略、規制や治験の分析、さらに、新
興市場でのトレンドまで、刺激的で
活発、かつ総合的な議論が行われ
ます。事業開発や新規案件発掘担
当者には見逃せないプログラムで
す。
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www.wafsf.org

wafsf@allianceforum.org

過去参加企業 (抜粋, 2013-2020)

出席者のバックグラウンド

政府

50%+ 企業関係者、 20% 研究者、 10% 政府関係者

例年の参加者のうち、半数以上がビジネス関連参加者です。さらに、その参加企業の
うち、約50%が上場企業または大規模企業、残りの50%は、ベンチャー企業をはじめ
とする中小企業が占めています。

90%がデシジョン･メーカー
WAFSFのビジネス参加者のうち、約40%が会長、社長、取締役などを務
める重要な意思決定者です。それに加えおよそ50%が部長レベルや課長
レベルの役職を持っており、デシジョンメーカーに直接アクセスできる貴重
な機会です。

2013年以降、合計3,000人以上が参加
2013年に再生医療を取り上げて以来、合計3,000人超がWAFSFへ出席しました。う
ち多くは、アメリカ、日本から、その他にも、中国、香港、韓国、カナダ、イスラエル、ス
ウェーデン、スペインなどから参加しています。

政府関係者、産業団体、メディアほか
ビジネスの参加者だけでなく、各国政府の規制、政策、資金提供機関をはじめ、ARM、
FIRM、NYSCFなどの産業団体、患者団体の代表者が毎年出席します。また、NHK、BSフ
ジ、日経ビジネス、Forbes Japan、BioCentury、Cell Stem Cellなどのメディア各社も参加し
ています。

公式ウェブサイト
WAFSFに関するニュース、プログラムやスピーカー情報の閲
覧、また、ご登録は以下のウェブサイトまで。

お問い合わせやスポンサーシップ、その他のビジネス機会
のお申し込みは、以下のメールアドレスまで。

Abbott Fujitsu Merrill Lynch ROHTO Pharmaceutical 

AMTD Group GE Ventures MIRAI Trust SanBio

Asahi Kasei Corporation Genentech Mitsubishi Corporation Sangamo BioSciences

Astellas Pharma Gladstone Institutes Mitsubishi-Tanabe Pharma Santen

ASUA Harvard Stem Cell Institute Mitsui & Co. Shiseido

Bio-Rad Laboratories Hitachi Mitsui Fudosan Silicon Valley Bank

Canon USA Hitachi Chemical Mizuho Securities Singularity University

Capricor Therapeutics IBM Watson Health NEC SMBC

Celgene Cellular Therapeutics iFREE Group Nikon Corporation Stanford University

Cellular Dynamics International JCR Pharmaceutical  Nippon Life Insurance Sumitomo Dainippon Phama

Chevron Johnson & Johnson Nitto Denko Corporation Sutter Health

Chugai Pharmaceutical Kaneka Americas Holding NTT DATA Sysmex

CiRA, Kyoto University Kawasaki Heavy Industries Olympus Corporation Takeda Pharmaceutical

CIRM Konica Minolta Ono Pharmaceutical Teijin Pharma Ltd.

Daiichi Sankyo Kowa Company Otsuka Pharmaceutical The University of Tokyo

DeNA KPMG Philips Healthcare Thermo Fisher Scientific

DNP Kyowa Kirin Regeneron Toshiba America Inc.

Eisai Longevity Fund RICOH UBS Financial Services

FDA Lonza RIKEN UCSF

Fujifilm Corporation Marubeni Roche Venture Fund Walgreens


